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論 文 内 容 の 要 旨 
 高橋陽子氏の学位請求論文「中世フランドルの支配者と都市―伯、貴族階級、商人―」は、
大別すると二つの課題を解明しようとする。第一の課題は、12，13 世紀のフランドル伯領
における都市住民の政治意識を、市民相互間の関係からではなく、市を支配する伯、周辺地
域の支配者である貴族、さらにはフランス王やイングランド王、神聖ローマ皇帝、リエージ
ュ司教といった巨大権威や権力との関係の中で、把握しようとする課題である。第 2 の課
題は、フランドル伯やエノー伯が、第 1 回十字軍の時代以来、何度も十字軍に参加し、フラ
ンドル伯ボードワンの場合のように第 4 回十字軍に参加して東ローマ帝国を攻め、征服し
て、打ち立てられたラテン帝国の皇帝になるというほど熱心な関わり方をしたが、西欧諸国
の中では大勢力に挟まれた小国であるフランドルの支配者が、なぜそれほど熱心に十字軍
に参加したのかを解明するという課題である。 
 本論文の序章では、取り上げる時代のフランドルをめぐる国際情勢を述べ、フランドル諸
都市の市民の構成を概観する。次いでフランドル伯領における都市の政治的重要性、1214
年のブーヴィーヌの戦い当時のフランドル都市の国際的重要性について概観し、論点を都
市の政治的役割の解明に絞っている。 
 第 1 章ではフランドル都市サン・トメールの商人ギルドと同市のハンザとの関係につい
て、研究史を概説し、次章で検討する史料を紹介する。サン・トメールは 10 世紀にフラン
ドル伯の領有権のもとに、イングランドからの原料羊毛を大陸各地へ販売するための拠点、
商業中心地として、伯領内の 7 大都市の一つとなった。主として G.デプトの研究に拠りつ
つ、12 世紀前半の段階で都市の市民による政府の政治的自立性を高めたことが結論される。
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ギルドは市内の同職者親方による生産と販売のための結束組織であり、ベルギー都市の中
では最古の 11 世紀の都市規約が現存している。これに対してハンザは 12 世紀に登場し、
西欧各地の都市の商人団体が、自都市以外の都市での商人の商業活動の安全を互いに保障
しあうための都市間での申し合わせをするための市民団体であり、西欧各都市に存在する。
13 世紀には大都市のハンザが、他都市の小規模なハンザを結束させるという構造を持って
いた。他都市との商業取引が少ない都市にはハンザは存在しない。残存する史料は 1854 年
にデシャン・ド・パ Deshamps de Pas が個人蔵書の中に発見して公表した、ハンザ規約と
524 名の氏名を羊皮紙に記した名簿である。 
 第 2 章ではサン・トメールの 13 世紀のハンザ規約と名簿が分析され、そこから著者は市
民団体の歴史的性格を読み取ろうとしている。規約の分析からは、入会金に額の差があるこ
とが指摘され、新入会員の受け入れ方に年ごとに差があること、会員の中に親子や親せき関
係が読み取れるであろうことなどが確認される。組合の代表や参事会員になった家系の特
定も可能となる。組合が非組合員の他都市との商業活動を締め出す規定を持っていること
から、会の閉鎖性を結論している。次に名簿の分析から、会員内の有力家系を選び出し得る
ことが指摘される。すなわち親子や親せきが会員になっていることから、約 20 名がイング
ランドとの交易に携わっていたことや、30 名ほどが会の参事会員を務めたことなどが読み
取れると、著者は指摘している。少数ながら女性 32 名が読み取れるのは興味深い。ギルド
会員や、都市参事会員とハンザ会員名との共通性から、3 つの組織が相互に関連していたこ
とが読み取られている。 
 著者の新発見とも言えるのは、この名簿が一時期に一気に作成されたのではなく、複数の
機会に作られたものが、14 世紀のある時期にまとめられたものであろうという推測である。
世代的に異なる親子が同一名簿に載っていることを不審に思い、名簿を丹念にたどった結
果、12 世紀末に既にハンザは存在していたが、1216 年頃に最初の名簿が作られ、1240 年
以降に特定会員を抹消し、1261 年までに新たに加入した人を含めた名簿が作られ、1306 年
頃に最後の名簿が作られたであろうと推測されている。他方、規約はその後も何度も改訂さ
れたことが分かっている。そのことから、14 世紀には都市におけるハンザの存在意義が変
わったのであろうと推論されている。 
 第 3 章は歴代のフランドル伯とエノー伯が、第 1 回から第 4 回までの全ての十字軍に熱
心に参加した理由を解明課題とする。我国の十字軍研究の専門家である八塚春児氏の見解
では、「伯の家系が十字軍士を代々輩出する十字軍家系である」ことが理由であると指摘さ
れているが、それでも著者は 12 世紀末から 13 世紀初頭のフランドルの伯やその他の貴族
が、「十字軍に対して特別な意識を持っていた」のではないか、と問いかけ、家系的ではな
く、歴史的理由を問う。その結果、「フランドルの支配者を名乗るからには、何らかの形で
十字軍との関係を顕示せざるを得ない状況、あるいは十字軍との関係を堅持する方が有利
であったという事情があったのではないか」と想定して、史料の分析を始める。 
 歴史的事情として著者が考慮するのは、伯や諸侯たちの十字軍参加に要する財源の問題
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と、伯位あるいは伯領の相続問題である。まず前者については、12 世紀半ば以降のフラン
ドル貴族の財政についての史料が比較的良く残っている。それによれば、費用を個人で捻出
したとの想定では、伯や貴族たちは苦労したことが結論される。フランス王がこの問題に対
処するため、1188 年に十字軍参加者の負債の利子を凍結する法令を出し、イングランド王
も同様の法令を出したことをあげ、問題は解決したとみなされている。後者の相続問題では
フランドル伯を継承したダンピエール家と、エノー伯位を継承したダヴェヌ家との、伯位を
めぐる対立関係から、野心的なダヴェヌ家が威信獲得のため、十字軍参加が必要と判断され
たとの結論が導き出される。フランドルへの支配を強化するフランス王との臣従関係も参
加理由の一つである。 
 伯レヴェルの参加者のほかにもより下位の騎士たちの参加理由も分析されている。彼ら
は戦地においてはフランドル伯の軍として、或いはフランス王の軍として戦ったというよ
りは、それぞれの主君であるダンピエール家やダヴェヌ家の封臣や家臣の集団として戦っ
ていたことが、モンスの年代記を根拠に結論されている。しかも聖地ではカペー家のフラン
ス王フィリップ 2 世に従うのではなく、アンジュー家のイングランド王リチャード 1 世の
軍の一部として戦ったことが読み取れるので、フランドル地域の現地騎士層の帰属心が、こ
の時点では英仏王家のどちらかに固定されていたのではないことが推測されている。 
 本章の第 4 節以降では、フランドルではなくエノー伯領の十字軍参加者の参加理由の解
明が主眼となっている。12 世紀までには現地騎士層はフランドルとエノーの両方に封土を
保有し、フランドル伯にもエノー伯にも臣従している者がいた。彼らにとっては二つの伯家
が友好的であることが望ましく、その意味ではエノーのダヴェヌ家が、主君であるエノー伯
に反抗的で、他方フランドル伯家とは和解している状況は、他の現地領主層の動向とは異な
っている。第 3 回十字軍に参加したダヴェヌ家のジャックの例を使って、著者はフランド
ルだけの地域的利害にとらわれず、英仏王との軍事的臣従関係の中で、十字軍参加で威信を
獲得しようとする在地領主の実像を描いている。ジャック・ダヴェヌの十字軍における活躍
は、ダヴェヌ家の出世に結果し、息子がエノー伯となった。この分析はモンスの年代記を史
料にしており、わが国では他に類を見ない。 
 第 4 章では 1225 年の偽ボードワン事件が、フランドルの都市や在地住民の伯に寄せる帰
属心との関連で分析される。フランドル伯ボードワン 9 世（エノー伯としてはボードワン 6
世）は第 4 回十字軍に参加して、ビザンツ帝国を倒し首都コンスタンチノープルでラテン
帝国皇帝となった後、1205 年アドリアノープルでの戦いで大敗し、ブルガリアの首都タノ
ルボで獄死した。1206 年 2 月に彼の訃報がフランドルに届くが、その信憑性が疑われて、
伯生存の噂が流されていた。伯の幼い女子相続人 2 人の後見権者であったナミュール伯が、
後見権をフランス王フィリップ 2 世に譲り、二人をパリに送ったことから、現地領主はこ
の措置に不満を持った。一方フランス王は女子相続人のうち姉のジャンヌをポルトガル王
子のフェランと結婚させ、彼にフランドル伯を名乗らせたが、ブーヴィーヌの戦いでのフェ
ランの行動がフィリップを怒らせ、彼は投獄された。フランドル統治はフランス王派の親族
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により行われたから、この地へのフランス王の支配が目に見える形になり、現地貴族や都市
は不満を持った。この状況で 1224 年エノー伯領のヴァランシエンヌ近郊の村に隠修士が現
れ、ボードワンではないかとの噂が広まったことから、偽ボードワン事件が始まる。 
 これが反ジャンヌ派貴族或いは反フランス派貴族による陰謀ではないか、という主張は
当時から見られた。人物鑑定も行われたが、民衆はボードワン生還を信じて、女伯ジャンヌ
に対して暴動を起こした。騒乱はフランドル各地に広まったが、偽ボードワンはブルゴーニ
ュで逮捕され、リールで裁判されて、旅芸人であるとの判決が出され、1225 年に刑死した。 
 著者はこの事件を、資料を駆使し、研究史を回顧して詳細に調べ、フランドル伯、その主
君であろうとするフランス王、エノー伯の主君であるリエージュ司教、さらにその封主であ
る神聖ローマ皇帝の意向が働き、都市民衆の暴動の背後には、イングランドとの羊毛貿易に
利害を持つ都市当局の脱フランス王勢力の期待があったことを結論している。十字軍士を
特別視する伯領住民の期待を象徴する、まさに「国際的事件」であった。 
 本論文末尾の結論の章では、12，13 世紀のフランドル伯領が、英仏独の３大勢力圏のは
ざまで自律性を保ち得た理由や、それを支えた経済的利害関係が一連の事件から読み取れ
ることが述べられる。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文の審査は、フランドル絵画が専門である蜷川順子教授、近代フランス演劇が専門で
ある友谷知己教授、そして中世イングランド史が専門である朝治啓三教授があたった。2019
年 1 月 12 日午前 10 時 40 分から公聴会を開き、著者に対して本論文に関する質疑応答を
行った。ここではその結果を踏まえて、本稿のメリットと再考を要すべき点や残された論点
について述べる。 
 本論文のメリットの第 1 は、フランドル中世史を一国完結史観で捉えるのではなく、周
辺諸権力との関係の中で把握しようとした点である。従来フランドル中世史はイングラン
ドからの原料羊毛の輸入と、加工した毛織物のヨーロッパ各地への輸出が、ヘントやイープ
ルといったフランドルの都市を通じて行われていたことに注目して、いわば経済圏の中の
フランドル都市の重要性、そこでの市民的共和政、住民にやさしい女伯という文脈で語られ
てきた。しかし本論文で著者は、都市の中にもイングランド王家への帰属心を持つ都市と、
フランス王の権力による都市の保護獲得に熱心な都市が併存していたことを指摘する。し
かも序論では、それぞれの都市の中には、イングランド派とフランス派が対立していた例も
あることが指摘されている。都市一般という従来の扱い方は誤解を生むことが分かった。そ
の点を見直したことは新しい。 
 共和政体について。都市行政府はピレンヌ説以来、市民の民主制的な制度が早期に成立し
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ていたかの如く説明されていたが、サン・トメールの例で示されたのは、都市政体を構成し
た有力市民がすべてを牛耳っていたのではなく、職業団体であるギルド、他都市との関係維
持を目的とするハンザという 3 種類の市民団体が、都市の政治の動向を決めていた、とい
うことである。しかもその 3 種の組織の構成員は相互に重複しており、民主制というより
は共和政的であり、代々同じ家系の構成員が市長職や参事会員職を占めており、寡頭政的で
あったことが実証された。 
 13 世紀初頭、伯ボードワンの死後残された二人の女児が、のちに女伯になったときには、
フランス王の影響を強く受けて在地住民の意向とは敵対する政策を取っていたこと、ある
いは女伯マーガレットが第 2 の結婚の際、先の結婚で生まれた子に対して、伯領相続権を
認めなかったことが住民の不満を引き起こしたことなどの例が見られることから、著者は
女性であるから住民にやさしかったはずであるという先入観を打破する。これは本論文の
メリットである。 
 先入観を取り除いた結果見えて来た事実は、フランドルの政治や制度は、国内的事情や伯
個人の性格で決まるものではなく、周辺の権力、すなわち、イングランド王家、フランス王
家、そして神聖ローマ皇帝権などの高位権力者の権力をめぐる闘争の影響を大いに受けて、
それに如何に対処しつつ生き残るかという動機から決定されていたということである。偽
ボードワン事件はフランス王家派市民や貴族と、それによって被害を受ける住民たちとの、
政治とは別の形の戦いであったとも読める。十字軍に参加したフランドル貴族や騎士たち
が、フランス王の軍に合流するのではなく、イングランド王リチャード 1 世の軍とともに
戦っていたという年代記の記述は、彼らの帰属心がどこにあるかを示しているとも読める。
フランドルの伯、貴族と市民は、周辺の権力者との関係を慮り、高度に政治的な判断を下し
ながら、日々の情勢に適合しつついわば半自立の道を歩んでいたとの印象を、本論文は読者
に与える。 
 第 2 のメリットは、歴史を動かす主体として伯や貴族などの支配者の思惑や利害関係で
のみ説明するのではなく、支配される側の都市民やその他の住民の意向を史料から汲み取
りつつ、叙述するという方法が採られている点である。偽ボードワン事件はその適例である。
それ以外にも、エノー伯領の貴族家系であるダヴェヌ家が十字軍に積極的に参加して功績
を挙げ、その結果エノー伯になるという例にも、支持者である住民の活動が関与していたこ
とが指摘される。ジャック・ダヴェヌが十字軍に参加する際には、住民からの経済的支援が
あったこともそれを物語る。女伯ジャンヌのフランス王家寄りの政策に対して、都市民が抵
抗した例も、伯の権力というものが主君からの授権行為によって決定されるのではなく、被
支配者であると市民の意向、彼らの支持が必要であったことを示していると読める。 
 第 3 のメリットは、従来の日本の学界ではあまり利用されてこなかったモンスの年代記
を十分に活用した点である。この史料には被支配者の目から見た伯領の政治が示されてい
る。十字軍参加理由を、第 1 回十字軍に参加した家系は、「十字軍家系」としてうわさや評
判が出来てしまったから、その子孫たちも参加せざるを得なかった、という「俗説」に対す
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る、批判の一つとして、住民の間での威光の顕示が伯位取得者には必要であったとの著者の
指摘には、耳を傾ける価値がある。 
 次に望蜀ではあるが、修正されるべき点を指摘しておこう。ミスプリントあるいは変換ミ
スと思われる点が少なくない。例を挙げよう。「ドイツ皇帝」は「神聖ローマ皇帝」、「リエ
ージュ大司教」は「リエージュ司教」、「森山記生」は「守山記生」などである。事実誤認と
思われる個所は少ないがある。第 1 章であり挙げた都市サン・トメールはこの論文ではフ
ランドル都市として扱われているが、著者が注で述べているように、13 世紀ルイ 9 世治世
時までにはカペー家領のアルトワ伯領に位置付けられるので、フランドル伯の支配下の都
市とみなしてよいのかという疑問が残る。フランス語の先行研究文献の読みや、添付された
古フランス語の史料の読みの正確さにやや不安が残る。ギルドと言っても職種ごとに上下
格差があったはずであるから、同等の権限があったとみなしてよいか疑問である。 これら
は修正可能な程度のものなので、本論文の価値にはあまり影響しない。 
 上記 3 点のメリットの他にも、付録として掲げられたサン・トメール市のハンザ会員の
個人名の一覧表、その人名に読み取れる親族関係の指摘などは、本論文独自の成果と評価で
きる。今後の研究者へ新たな研究資料を提供するものである。 
 よって、本論文は博士学位論文として価値あるものと認める。 
 
